




昭和 52,53 年度において,小児にもウイルス性あるいは特発性心筋炎が少なくないことが

明らかにされその臨床像が多様であることも明らかになってきた。今年度においてはその

臨床像を更に追究するとともに,診断基準案を作成した。 


